
低温やけどを防ぐには

彦糸中 保健室 ・からだの同じ場所に長時間ふれないようにする。

今年もあとわずか。この１年、体と心の健康に気をつけて過ごせたでしょうか？ ・直接ふれないよう、間に何かはさんだり、カバー

できたことは続けて、あまりできなかったことは少しでもできるように・・・・・ したりする。

新しい年にそなえて、ぜひ振り返ってみてください。 ・熱いと感じたら、すぐ使用をやめる。

・使用したまま眠らない。

冬季になると増えてくるのが、ノロウイルスによる感染性胃腸炎。感染してから

２４～４８時間で、吐き気や嘔吐、下痢、腹痛、軽度の発熱等の症状が出てきます。

感染経路としては、ノロウイルスに汚染された食べ物を、生か十分に加熱せずに食

べた場合。 ・インフルエンザウイルスが原因。

ノロウイルスに感染した人の手指により、二次的に汚染された ・高熱、からだの痛み、頭痛など、全身に激しい症状が起こる。

食べ物を食べた場合。 ・感染力が強い。

感染した人の便や吐いた物が手指を介した場合。 ・急激に症状が起こる。

感染した人の便や吐いた物の飛沫が乾燥して舞い上がり体内に ・肺炎や脳症などの合併症を起こすこともある。

入った場合。

食べ過ぎに気をつけよう！

お菓子の食べ過ぎ、清涼飲料水の飲み過ぎに注意しよう。

夜ふかしに気をつけよう！

遅くまでテレビを見ない、ゲームやメールを遅くまでやらないよ

うにしよう。

運動不足に気をつけよう！

寒いからといって、家の中でゴロゴロしないようにしよう。

家の手伝いをしっかりやろう！

インフルエンザ流行間近？患者増えてきている

冬休みの過ごし方を考えよう

使い捨てカイロ

電気カーペット

湯たんぽ


